廃棄物に関するアンケート（管理型最終処分施設向け）
[bookmark: _Hlk178842448]管理型最終処分場についてお聞きします。回答へのご協力をお願いいたします。
	事業者名
	
	記入者
	

	電話番号
	
	ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	

	管理型
処分場
施設概要
	現在稼働中の管理型最終処分場の施設の所在地、埋立開始時期等をご記入ください。
所在地　

・施設建設期間（着工から工事完了まで）　年　月　～　年　月
・施設建設の基本構想から建設着工までに要した期間は何年何か月でしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　）年（　　　）か月
・埋立開始時期　　　　　　　　年　　月
・埋立終了予定時期　　　　　　年　　月
　・埋立完了後管理期間　　　　　年　　月　～　　年　　月
上記管理型最終処分場の施設情報について該当するものに☑を付けてください。
・構造形式　 ☐オープン型処分場　　 ☐クローズド型（被覆型）処分場
・埋立構造　 ☐準好気性埋立構造　　 ☐その他（　　　　　　　　　　　　　）
・埋立方式　 ☐サンドイッチ方式　　 ☐セル方式
・敷地面積　　　　　　㎡
・埋立面積　　　　　　㎡
・埋立容積　　　　　　㎥
・埋立残容量　　　　　㎥


	併設中間処理施設
	上記管理型最終処分場に中間処理施設は併設されていますか。
☐有　☐無
上記施設ではどのような中間処理、再資源化を行っていますか。（複数選択可）
☐焼却　　　　☐溶融　　　　☐脱水　　　　　　☐油水分解
☐ろ過　　　　☐中和　　　　☐破砕・切断　　　☐堆肥化　　　☐固形化
☐圧縮・減容　☐その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	従業者数
	管理型最終処分場施設運営（中間処理施設を併設する場合はそちらも含む）に従事する従業者数※（臨時職員、役員も含む）について該当するものに☑を付けてください。　　※令和６(2024)年９月末現在
☐ ４人以下　　　　　　　　　　　　 ☐ 30人以上49人以下
☐ ５人以上９人以下　　　　　　　　 ☐ 50人以上99人以下
☐ 10人以上29人以下　　　　　   　 ☐ 100人以上


	年間
売上高
	管理型最終処分場（中間処理施設を併設する場合はそちらも含む）の年間売上高※について、該当するものに☑を付けてください。
※直近の事業年度の売上高
☐ 500万円未満　　　　　　　　　　 ☐ 5,000万円以上１億円未満
☐ 500万円以上1,000万円未満　　　 ☐ １億円以上10億円未満
☐ 1,000万円以上5,000万円未満　　 ☐ 10億円以上


	取扱
品目
（産廃）
	貴社の事業の範囲で取扱う産業廃棄物に該当するものに☑を付けてください。
☐燃え殻　　　　　☐汚泥　　　　　　 ☐廃油　　　　 ☐廃酸　　　　 ☐廃アルカリ
☐廃プラスチック　☐動植物性残さ　 　☐ゴムくず　　 ☐金属くず
☐ガラスくず、コンクリ―トくず、陶磁器くず　　　　　☐鉱さい　　　 ☐がれき類
☐ばいじん　 　　 ☐紙くず 　　　　  ☐木くず　　　 ☐繊維くず
☐動物系固形不要物　 　　☐動物のふん尿　　　　　　 ☐動物の死体
☐産業廃棄物を処分するために処理したもの（13号廃棄物）　☐石膏ボード


	取扱
品目
（特管）
	貴社の事業の範囲で取り扱う特別管理産業廃棄物として該当するものに☑を付けてください。
☐廃油　    　☐廃酸　　 　　  ☐廃アルカリ　　　　☐鉱さい      　☐ばいじん　　
☐燃え殻      ☐汚泥　       　☐指定下水汚泥 　　 ☐感染性廃棄物  ☐PCB処理物　
☐廃PCB等　　☐PCB汚染物  　　☐廃石綿等　　　　　☐廃水銀等




１．施設の建設や施設稼働前の段階についてお聞きします。この段階で苦労された（苦労している）点はどのようなことでしょうか。
[bookmark: _Hlk174625613]該当するものに☑を付けてください。（最大５個まで選択してください。）

☐１．施設規模の決定
☐２．施設整備に関する各種技術情報の収集
☐３．用地の確保
☐４．住民合意
☐５．各種法令に基づく自治体への許認可等の申請
☐６．設計・建設業者の選定
☐７．施設建設の進捗管理
☐８．事業計画の策定
☐９．施設建設のための資金調達
☐10．運転資金の調達
☐11．施設運営のためのノウハウの獲得
☐12．従業員の募集
☐13．運営に係る従業員の教育・訓練
☐14．運営上の安全管理マニュアルの整備
☐15．災害・事故等緊急時対応マニュアルの整備
☐16．営業活動
☐17．その他 


２．事業開始の経緯（きっかけ）
　　管理型最終処分場の経営を始めた経緯（きっかけ）はどのようなものでしょうか。
該当するものに☑を付けてください。（複数選択可）

　　　☐１．周辺に管理型最終処分場がないため
　　☐２．自社で所有する遊休地の有効活用のため
　　☐３．収益性が高い事業であると考えたため
　　☐４．土木会社や金融機関等から事業をすすめられたため
　　☐５．自治体等公的機関から勧められたため
　　☐６．社会貢献性が高い事業と考えたため
☐７．元々、収集運搬業や中間処理業を行っており延長として処分業を開始
　　☐８．公共関与型としての運営が必要であったため　※公共関与型処分場のみ
　　☐９．不明
　　☐10．その他



３．計画・申請段階について
[bookmark: _Hlk174621823]管理型最終処分場の埋立面積や埋立容量はどのように設定しましたか。
該当するものに☑を付けてください。（複数選択可）

　　☐１．利用可能な土地面積から最大限に設定
　　　☐２．利用可能な資金をもとに設定
　　　☐３．中間処理業者へのヒアリングをもとに採算性を重視して設定
　　　☐４．法令等の制約に基づき設定
　　　☐５．施工会社と協議の上設定
　　　☐６．施設運営人員をもとに設定
　　　☐７．その他



４．埋立品目や受入条件はどのように設定しましたか。
該当するものに☑を付けてください。（複数選択可）

　　　☐１．中間処理業者へのヒアリングをもとに採算性を重視して設定
　　　☐２．周囲の管理型最終処分場の状況を調査して設定
　　　☐３．直接埋立処分を行う排出事業者の意見を参考にして設定
　　　☐４．行政と相談の上設定
　　　☐５．行政書士や弁護士等法律の専門家に相談の上設定
　　　☐６．施工会社と協議の上設定
　　　☐７．施設運営人員をもとに設定
　　　☐８．地元との協定をもとに設定
　　　☐９．その他




５．施設の設置にあたり、住民との合意は必要だったでしょうか。

☐１．あり　　　　　　　　　　　　　　　　　 ☐２．なし
　　　    ありの場合、住民合意を得る上での課題や苦労された点をご記入ください。




５－２　上記設問で「あり」とした方にお聞きします。
住民との合意が必要となった背景は何でしょうか。該当するものに☑を付けてください。
☐１．行政からの指導や要請に基づき実施
☐２．自主的に実施
☐３．その他




６．埋立価格決定にあたり大きく影響した要素はどれですか。
該当するものに☑を付けてください。（複数選択可）
☐１．施設建設費
☐２．土地購入費
☐３．借入金の金利及び元本返済
☐４．人件費
☐５．人件費以外の日々の施設運営費
☐６．周辺の管理型処分場の埋立費
☐７．次期工事への積立目標
☐８．その他





７．現在の受入処分価格や受入条件、条件設定理由を品目ごとにご記入ください。

	品目
	受入処分　価格（円）
	受入単位　（kg、t、㎥）等

	受入条件
	受入条件設定理由

	（例）ガラス、コンクリ―ト、陶磁器くず
	14,000
	㎥

	【受入条件】　廃石膏ボードは受け入れない
	【理由】　埋立容量を圧迫して採算がとれないため

	
	
	

	【受入条件】　
	【理由】　

	
	
	

	【受入条件】　
	【理由】　

	
	
	

	【受入条件】　
	【理由】　

	
	
	

	【受入条件】　
	【理由】　

	
	
	

	【受入条件】　
	【理由】　

	
	
	

	【受入条件】　
	【理由】　

	
	
	

	【受入条件】　
	【理由】　

	
	
	

	【受入条件】　
	【理由】　

	
	
	

	【受入条件】　
	【理由】　

	
	
	

	【受入条件】　
	【理由】　

	品目
	受入処分　価格（円）
	受入単位　（kg、t、㎥）等

	受入条件
	受入条件設定理由

	
	
	

	【受入条件】　
	【理由】　

	
	
	

	【受入条件】　
	【理由】　

	
	
	

	【受入条件】　
	【理由】　

	
	
	

	【受入条件】　
	【理由】　

	
	
	

	【受入条件】　
	【理由】　

	
	
	

	【受入条件】　
	【理由】　

	
	
	

	【受入条件】　
	【理由】　

	
	
	

	【受入条件】　
	【理由】　

	
	
	

	【受入条件】　
	【理由】　

	
	
	

	【受入条件】　
	【理由】　



８．施設の運営で苦労された（苦労している）点はどのようなことでしょうか。
（最大３個まで選択してください。）
☐１．従業員人数の確保
☐２．従業員の質の確保（ノウハウの継承）
☐３．周辺住民との関係性
☐４．施設の修繕・維持管理
☐５．資金繰り
☐６．営業活動（新規契約の確保）
☐７．浸出水処理施設の維持管理
☐８．施設周辺環境の安全性の確保（水質調査等）
☐９．施設内の安全性の確保（安全管理マニュアルの整備・周知）
☐10．災害・事故等への対応（豪雨含む）
☐11．その他




９．当初予定していた埋立計画の進捗状況はいかがでしょうか。
該当するものに☑を付けてください。

☐１．概ね予定通りになっている
☐２．予定より埋立量が多くなっている
☐３．予定より埋立量が少なくなっている
☐４．その他



１０．周辺地域への還元事業や周辺住民との交流、コミュニケーション活動を行っている場合、該当するものに☑を付けてください。　（複数選択可）

　☐１．地域内に交流施設等を建設
　　　　　　　　　⇒　□　自社単独で実施　　□自治体の支援制度等を利用して実施
　　☐２．地域の関係自治会等へ寄付等の金銭的支援
　　　　　　　　　⇒　□　自社単独で実施　　□自治体の支援制度等を利用して実施
　　☐３．施設見学会や環境学習の実施
　　☐４．お祭り等地域イベントへの参加・協力（人的貢献）
　　☐５．地域の清掃活動などへの協力
　　☐６．地域の交通安全活動などへの協力
　　☐７．災害時の避難場所を提供
　　☐８．その他




１１．将来の施設運営について該当するものに☑を付けてください。

　　☐１．新たな管理型処分場計画はなく、現在の処分場をなるべく長く使う
　　☐２．新たな管理型処分場計画があり、予定通り現在の処分場を閉鎖する
　　☐３．新たな管理型処分場計画があるが、建設までに相当の時間がかかることが想定されるため現在の処分場をなるべく長く使う
　　☐４．その他




１２．現在の管理型処分場の経営状況について該当するものに☑を付けてください。（複数選択可）

　　☐１．予定通りの利益がでている
　　☐２．人件費や資材費の上昇が利益を圧迫している
　　☐３．周辺の管理型処分場との価格競争があり利益がでにくくなっている
　　☐４．経済情勢を反映して受入価格を見直し利益が確保できている
　　☐５．その他




１３．管理型最終処分場の将来について
管理型最終処分場は、今後どのようになっていくとお考えでしょうか。
該当するものに☑を付けてください。（複数選択可）

　☐１．管理型処分場建設は、住民合意等の難易度があがり新設が困難になると思う
　☐２．管理型処分場の処分費が高騰し、新たな施設の建設がすすむと思う
　☐３．埋立する廃棄物が少なくなり、将来はあまり必要なくなると思う
　☐４．埋立需要はなくならないので、許可が得やすい自治体に施設が集中的にできると思う
　☐５．諸条件により民間での参入が困難になり、国や地方自治体が管理する方向になると思う
　☐６．現在とあまり状況は変わらない
　☐７．わからない
　☐８．その他



１４．環境保全上の安全対策として重視していることは何ですか。
（最大３個まで選択してください。）

☐１．契約前段階での排出元の検査（排出状況の検査）
☐２．搬入物の検査体制
☐３．搬入物無害化や安全な埋立のための処理
☐４．硫化水素やメタンガス等生成ガスのモニタリング
☐５．維持管理基準を上回る高レベルな浸出水モニタリング
☐６．周辺環境（地下水質・生態系）のモニタリング
☐７．埋立時の廃棄物の埋め合わせ（ｐHを一定に保つための工夫等）
☐８．その他




１５．貴施設が所在する都道府県以外から排出された廃棄物の受入れは行っていますか。

　☐１．受け入れている
　☐２. 一部受け入れている
　☐３．受け入れていない

１５－２
質問１５で２又は３と回答した方にお伺いします。貴施設が所在する都道府県以外から排出された廃棄物の受入れに制限を設ける理由は何ですか。（複数選択可）

　☐１．行政の指導（受入れに当たって行政との事前協議が必要　等）
　☐２. 安定的な受入れ量を保つため
　☐３．地域内企業の経済活動の発展（産業振興）のため
　☐４. 価格面での折り合いがつかないため
　☐５．新設が困難であり、既存の処分場をできるだけ長持ちさせるため
　☐６．その他




１６．施設が所在する都道府県以外から排出された廃棄物の受入れの将来的な方向性について該当するものはどれですか。合致する項目に☑を付けてください。

　☐１．受け入れる施設が増えると思う
　☐２．受け入れる施設が減ると思う
　☐３．変わらない
　☐４．分からない
　☐５．その他



アンケートにお答えいただいた方の中で、本アンケートの集計結果の送付をご希望の方は、
以下に☑を付けてください。
☐　集計結果の送付を希望する。

※　1枚目に記入いただいたメールアドレスにお送りします。
※　設問７の結果については集計結果には含めませんので、ご了承ください。

アンケートは以上となります。ご協力ありがとうございました。
		1

